
エジプト・ナカダ文化の副葬土器研究

（371）684

は
じ
め
に

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
と
強
く
結
び
つ
く
手
厚
い
埋
葬
習
慣
の
萌
芽
は
、
フ
ァ

ラ
オ
の
誕
生
に
先
立
つ
先
王
朝
時
代
（
紀
元
前
四
四
〇
〇
年
頃
か
ら
紀
元
前
三
一
〇
〇

年
頃
）、
エ
ジ
プ
ト
南
部
を
発
祥
と
す
る
ナ
カ
ダ
文
化
に
認
め
ら
れ
る
。
先
王
朝
時
代

の
埋
葬
で
は
、
最
も
一
般
的
な
副
葬
品
が
土
器
で
あ
り
、
膨
大
な
量
の
研
究
資
源
を
蓄

積
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
王
朝
成
立
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
も
研
究
さ
れ
て
き
た
。

　

一
つ
の
画
期
と
し
て
捉
え
ら
て
い
る
ナ
カ
ダ
Ⅱ
Ｃ
期
を
特
徴
付
け
る
の
が
、
マ
ー
ル

ク
レ
イ
胎
土
土
器
と
い
う
新
し
い
土
器
が
急
速
に
広
域
分
布
を
示
す
よ
う
に
な
る
こ
と

で
あ
る
。
従
来
と
は
異
な
る
技
術
体
系
を
導
入
し
、
高
い
装
飾
性
と
硬
質
な
焼
き
上
が

り
を
可
能
と
し
た
こ
の
土
器
は
、
家
内
生
産
規
模
で
自
発
的
に
成
立
し
た
と
は
考
え
に

く
く
、
エ
リ
ー
ト
層
の
需
要
に
よ
っ
て
生
産
が
は
じ
め
ら
れ
、
そ
の
後
も
生
産
・
流
通

に
エ
リ
ー
ト
層
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
修
士

論
文
で
は
、
仮
説
と
し
て
、
マ
ー
ル
ク
レ
イ
胎
土
土
器
を
取
り
巻
く
様
相
が
、
地
域
を

横
断
し
て
斉
一
的
に
切
り
替
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
そ
の
変
化
の
背

景
を
、
地
域
統
合
の
文
脈
で
論
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

１

．
先
行
研
究
と
問
題
点

　

先
行
研
究
の
ま
と
め
と
し
て
、
先
王
朝
時
代
の
地
域
統
合
研
究
と
土
器
研
究
を
整
理

し
た
。
地
域
統
合
に
つ
い
て
は
、
文
化
的
統
合
と
政
治
的
統
合
の
二
本
立
て
で
、
国
家

形
成
プ
ロ
セ
ス
を
復
元
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
前
者
は
考
古
学
的
事
象
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
が
可
能
で
あ
り
、
バ
ダ
リ
地
域
・
ア
ビ
ュ
ド
ス
地
域
・
ナ
カ
ダ
地
域
・
ヒ
エ
ラ
コ
ン

ポ
リ
ス
地
域
と
い
う
四
つ
の
小
地
域
区
分
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
先
王
朝
時
代
中
頃

（
ナ
カ
ダ
Ⅱ
Ｃ
期
か
ら
Ⅱ
Ｄ
期
）
に
み
ら
れ
る
四
地
域
間
で
の
物
質
文
化
の
均
質
化
が
、

統
一
王
朝
成
立
の
前
提
と
し
て
特
に
重
視
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
均
質
化
に
つ
な
が
る

情
報
伝
達
を
可
能
と
す
る
の
は
、
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
先
王
朝
時
代
中

頃
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
集
落
間
、
地
域
間
が
結
び
つ
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

既
往
研
究
で
は
、
南
レ
ヴ
ァ
ン
ト
や
ヌ
ビ
ア
と
の
長
距
離
交
易
網
な
ど
マ
ク
ロ
な
視

点
で
の
分
析
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
上
エ
ジ
プ
ト
内
部
に
お
け
る
物
流
な
ど
は
対
象

に
な
り
づ
ら
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
副
葬
土
器
組
成
や
土
器
製
作
技
術
の
地
域
的
ま
と

ま
り
を
提
示
す
る
に
と
ど
ま
り
、
土
器
動
態
の
背
景
に
あ
る
、
国
家
形
成
に
む
か
う
当

時
の
広
域
的
か
つ
流
動
的
な
社
会
状
況
を
捉
え
切
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

マ
ー
ル
ク
レ
イ
胎
土
土
器
は
、
生
産
拠
点
が
不
明
な
も
の
の
、
広
域
分
布
を
示
し
て

い
て
、
実
際
に
土
器
が
移
動
し
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
土
器
自
体
の
装

飾
性
や
、
希
少
な
内
容
物
の
貯
蔵
・
運
搬
と
い
う
用
途
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
分

析
対
象
と
し
て
選
択
し
た
。

２

．
研
究
方
法

　

対
象
時
期
は
、
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
が
設
定
し
た
広
域
編
年
を
用
い
、
ナ
カ
ダ
Ⅱ
Ｂ
期
、

Ⅱ
Ｃ
期
、
Ⅱ
Ｄ
期
、
Ⅲ
Ａ
期
と
し
た
（H

endrickx 1989, 1996, 2006

）。
上
下
エ
ジ

プ
ト
、
お
よ
び
先
行
研
究
で
示
さ
れ
た
四
つ
の
小
地
域
区
分
に
沿
っ
て
検
討
を
行
う
こ

優
秀
修
士
論
文
概
要

エ
ジ
プ
ト
・
ナ
カ
ダ
文
化
の
副
葬
土
器
研
究

│
│  

マ
ー
ル
ク
レ
イ
胎
土
土
器
の
生
産
・
流
通
か
ら
み
た 

地
域
統
合 

│
│

伊
　
藤
　
結
　
華
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と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
既
存
の
報
告
に
基
づ
い
て
、
一
六
遺
跡
、
合
計
二
二
四
一
点

の
土
器
が
分
析
対
象
と
な
っ
た
。
分
析
に
先
立
ち
、
皿
類
、
碗
類
、
鉢
類
、
ビ
ー
カ
ー

類
、
壺
類
、
長
胴
壺
類
の
六
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

　

分
析
は
二
つ
実
施
し
た
。
一
つ
目
が
、
器
種
構
成
の
時
空
間
的
分
布
の
分
析
で
あ
る
。

時
期
ご
と
に
器
種
構
成
と
、
ど
の
器
種
が
彩
文
や
把
手
と
組
み
合
わ
さ
る
か
を
分
析
し
、

時
期
変
遷
を
提
示
し
た
。
つ
づ
い
て
、
遺
跡
単
位
と
小
地
域
単
位
の
器
種
構
成
を
分
析

し
、
比
較
を
行
な
っ
て
地
理
的
分
布
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
こ
で
、
Ⅱ
Ｃ
期
か
ら

Ⅱ
Ｄ
期
の
下
エ
ジ
プ
ト
の
遺
跡
の
分
析
結
果
と
の
比
較
を
行
い
、
マ
ー
ル
ク
レ
イ
胎
土

土
器
の
流
通
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
二
つ
目
が
、
器
種
と
彩
文
モ
チ
ー
フ
の
組
み
合
わ

せ
を
傾
向
の
分
析
で
あ
る
。
彩
文
と
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た
器
種
全
て
か
ら
モ
チ
ー
フ

を
抽
出
し
、
分
類
を
行
っ
た
。
つ
づ
い
て
彩
文
モ
チ
ー
フ
の
情
報
を
加
え
た
上
で
器
種

構
成
の
時
空
間
的
分
布
を
明
ら
か
に
し
、
無
文
と
の
相
違
点
も
検
討
し
た
。

　

考
察
で
は
こ
の
２

つ
の
分
析
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
画
期
を
見
出
し
、
そ
の
背
景

を
論
じ
て
い
る
。

３

．
分
析
結
果

分
析
１

　

上
エ
ジ
プ
ト
の
器
種
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
Ⅱ
Ｃ
期
と
Ⅱ
Ｄ
期
の
間
を
さ
か
い
に
、
次

第
に
増
加
し
て
い
く
。
時
期
が
下
る
に
つ
れ
て
器
種
構
成
の
共
有
度
は
高
ま
っ
て
お
り
、

土
器
の
流
通
あ
る
い
は
情
報
の
伝
播
が
緊
密
化
し
て
い
く
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
下
エ

ジ
プ
ト
で
は
資
料
数
が
少
な
い
た
め
断
言
は
で
き
な
い
が
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
器
種
構
成

の
範
囲
内
、
か
つ
中
心
的
な
器
種
の
割
合
が
大
き
い
傾
向
を
示
し
た
。

　

器
種
構
成
を
共
有
す
る
空
間
的
な
ま
と
ま
り
は
、
概
ね
先
行
研
究
の
小
地
域
区
分
と

重
な
る
。た
だ
し
、類
似
す
る
器
種
構
成
を
示
す
地
域
内
で
も
、装
飾
を
有
す
る
壺
類
・

長
胴
壺
類
の
点
数
と
割
合
、
各
器
種
の
有
無
に
よ
っ
て
差
異
が
見
ら
れ
た
。
と
く
に
ア

ビ
ュ
ド
ス
地
域
内
で
こ
の
差
異
が
大
き
く
、
Ⅲ
Ａ
期
に
な
る
と
ナ
カ
ダ
地
域
と
ヒ
エ
ラ

コ
ン
ポ
リ
ス
地
域
で
も
顕
著
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

波
状
把
手
を
有
す
る
土
器
は
、
通
時
的
変
化
が
も
っ
と
も
顕
著
だ
っ
た
。
上
エ
ジ
プ

ト
で
は
、
壺
類
の
な
か
で
器
形
に
地
域
的
多
様
性
が
あ
っ
た
が
、
Ⅲ
Ａ
期
に
な
る
と

ビ
ー
カ
ー
に
収
斂
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
下
エ
ジ
プ
ト
で
は
ビ
ー

カ
ー
と
併
行
し
て
長
胴
壺
も
存
在
し
て
お
り
、
伝
統
的
な
見
方
で
あ
る
、
波
状
把
手
付

土
器
の
一
元
的
な
器
形
変
化
を
否
定
す
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
が
重
要
と
い
え
る
。

分
析
２

　

抽
出
し
た
彩
文
モ
チ
ー
フ
は
全
二
七
種
類
で
あ
っ
た
。
Ⅱ
Ｄ
期
ま
で
は
、
器
種
と
彩

文
モ
チ
ー
フ
の
組
み
合
わ
せ
に
相
関
が
認
め
ら
れ
、
Ⅱ
Ｂ
期
か
ら
続
く
石
製
容
器
の
模

倣
な
い
し
幾
何
学
モ
チ
ー
フ
の
系
統
と
、
Ⅱ
Ｃ
期
か
ら
始
ま
っ
た
船
型
モ
チ
ー
フ
を
中

心
と
す
る
形
象
モ
チ
ー
フ
の
系
統
の
二
つ
が
存
在
し
、
分
布
の
様
相
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
二
系
統
と
も
ナ
カ
ダ
遺
跡
と
ア
ム
ラ
遺
跡
に
分
布
が
集

中
し
、
船
型
モ
チ
ー
フ
は
ナ
カ
ダ
遺
跡
、
動
物
型
モ
チ
ー
フ
お
よ
び
区
画
格
子
は
特
に

ア
ム
ラ
遺
跡
で
生
産
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
た
。

　

Ⅲ
Ａ
期
に
な
る
と
彩
文
土
器
生
産
が
転
換
し
、
Ⅱ
Ｄ
期
ま
で
の
系
統
が
断
絶
す
る
。

彩
文
土
器
の
半
数
以
上
が
ビ
ー
カ
ー
類
と
な
っ
た
。
分
析
１

で
検
討
し
た
、
マ
ー
ル
ク

レ
イ
胎
土
土
器
全
体
の
器
種
構
成
に
お
い
て
も
、
Ⅱ
Ｄ
期
ま
で
隆
盛
し
た
波
状
把
手
を

持
つ
有
頸
壺
が
ビ
ー
カ
ー
類
に
収
斂
し
、
全
体
に
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
る
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彩
文
土
器
生
産
自
体
が
、
ビ
ー
カ
ー
類
生
産
へ
の
集
約
化

に
取
り
込
ま
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
彩
文
モ
チ
ー
フ
は
、
よ
り
簡
略
的
な
幾
何
学
モ

チ
ー
フ
の
み
と
な
り
、
ヒ
エ
ラ
コ
ン
ポ
リ
ス
地
域
を
除
く
三
地
域
で
展
開
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
。
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４

．
考
　
察

　

二
つ
の
分
析
結
果
か
ら
、
Ⅱ
Ｂ
期
と
Ⅱ
Ｃ
期
の
間
、
Ⅱ
Ｄ
期
と
Ⅲ
Ａ
期
の
間
に
画
期

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
マ
ー
ル
ク
レ
イ
胎
土
土
器
の
生
産
と
流
通
の
変
遷
を

三
段
階
で
整
理
し
た
。

①
生
産
開
始
期
（
Ⅱ
Ｂ
期
）

　

ア
ビ
ュ
ド
ス
地
域
で
は
墓
が
一
定
数
検
出
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
点
も

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
バ
ダ
リ
地
域
・
ナ
カ
ダ
地
域
間
の
直
接
的
な
交
流
が
示
唆
さ
れ

る
。

②
展
開
期
（
Ⅱ
Ｃ
│
Ⅱ
Ｄ
期
）

　

ア
ビ
ュ
ド
ス
遺
跡
に
波
状
把
手
付
き
の
土
器
が
集
中
し
、
か
つ
丸
底
長
胴
壺
が
創
出

さ
れ
る
。
Ⅱ
Ｃ
期
か
ら
Ⅱ
Ｄ
期
に
か
け
て
、
ナ
カ
ダ
遺
跡
を
中
心
と
し
た
分
布
状
況
の

地
理
的
勾
配
が
解
消
さ
れ
て
お
り
、
ア
ビ
ュ
ド
ス
遺
跡
へ
の
集
積
が
起
こ
っ
た
と
解
釈

し
た
。
ま
た
、
器
種
構
成
の
偏
り
か
ら
は
、
地
域
内
で
の
消
費
（
副
葬
）
を
意
図
し
た

生
産
体
制
が
想
定
で
き
た
。

③
集
約
期
（
Ⅲ
Ａ
期
）

　

ビ
ー
カ
ー
類
と
長
胴
壺
類
へ
生
産
が
集
約
化
さ
れ
た
と
言
え
る
。
分
布
を
み
る
と
、

ヒ
エ
ラ
コ
ン
ポ
リ
ス
遺
跡
に
点
数
が
集
中
し
て
い
た
。
Ⅱ
Ｄ
期
ま
で
分
布
の
中
心
で

あ
っ
た
ナ
カ
ダ
遺
跡
は
、
伝
統
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
、
有
頸
平
底
壺
の
割
合
が
高
い
器

種
構
成
を
示
し
た
。
当
該
期
に
大
型
墓
が
造
営
さ
れ
る
ア
ビ
ュ
ド
ス
遺
跡
で
は
、
分
析

対
象
と
し
た
一
般
的
な
墓
の
デ
ー
タ
か
ら
は
偏
在
傾
向
が
見
出
せ
な
か
っ
た
。
一
方
、

各
小
地
域
の
縁
辺
に
位
置
す
る
遺
跡
は
、
ビ
ー
カ
ー
類
と
長
胴
壺
が
中
心
と
す
る
器
種

構
成
に
な
っ
て
お
り
、
紐
帯
強
化
を
意
図
し
た
、
再
分
配
的
な
生
産
・
流
通
シ
ス
テ
ム

へ
移
行
し
た
と
推
測
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
彩
文
土
器
の
変
化
か
ら
、
マ
ー
ル
ク
レ
イ
胎
土
土
器
の
社
会
的
な
意
義

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
先
学
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
た
石
製

容
器
と
幾
何
学
モ
チ
ー
フ
の
彩
文
土
器
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
石
製
容
器
に
使
用
さ
れ

る
石
材
の
画
一
化
が
、
幾
何
学
モ
チ
ー
フ
の
彩
文
土
器
の
衰
退
と
結
び
つ
く
こ
と
を
新

た
に
指
摘
し
た
。
形
象
モ
チ
ー
フ
の
有
文
土
器
に
つ
い
て
は
、
生
産
・
流
通
と
い
う
経

済
的
な
側
面
だ
け
で
な
く
、
集
団
と
結
び
つ
く
文
化
伝
統
の
衰
退
、
す
な
わ
ち
物
質
文

化
の
均
質
化
と
い
う
側
面
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
土
器
に
描
か
れ

な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
新
た
に
出
現
し
た
器
物
に
系
譜
が
連
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ

れ
が
権
力
を
象
徴
す
る
と
い
う
こ
と
が
図
像
研
究
の
分
野
で
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
支
配
者
が
新
た
な
価
値
体
系
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彩
文
土
器
の
衰

退
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
た
。

　

ま
と
め
る
と
、
装
飾
性
の
高
さ
に
よ
っ
て
土
器
自
体
に
価
値
を
持
た
せ
る
生
産
の
あ

り
方
は
衰
退
し
、
副
葬
品
の
セ
ッ
ト
が
共
有
さ
れ
る
時
代
の
幕
開
け
が
、
Ⅲ
Ａ
期
の
特

質
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
Ⅱ
Ｄ
期
か
ら
Ⅲ
Ａ
期
に
か
け
て
の
様

相
の
切
り
替
わ
り
は
、
地
域
を
横
断
す
る
斉
一
的
な
現
象
だ
っ
た
と
評
価
で
き
、
マ
ー

ル
ク
レ
イ
胎
土
土
器
の
生
産
・
流
通
が
、
や
は
り
エ
リ
ー
ト
層
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に

あ
っ
た
と
い
う
仮
説
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

マ
ー
ル
ク
レ
イ
胎
土
土
器
の
時
空
間
的
分
布
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
エ
リ
ー
ト
層
に

よ
る
生
産
・
流
通
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
仮
説
に
、
よ
り
実
証
性
を
持
た
せ
る
こ
と

を
第
一
に
掲
げ
、
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
ナ
カ
ダ
Ⅱ
Ｄ
期
か
ら
Ⅲ
Ａ
期
に

か
け
て
の
様
相
の
切
り
替
わ
り
は
、
地
域
を
横
断
す
る
斉
一
的
な
現
象
だ
っ
た
と
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
、
生
産
・
流
通
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
存
在
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
地
域
統
合
の
文
脈
で
論
じ
る
と
い
う
第
二
の
目
的
に
つ
い
て

も
、
政
治
的
統
合
モ
デ
ル
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
で
き
た
と
考

え
る
。
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今
後
は
、
修
士
論
文
で
は
欠
け
て
い
る
実
物
観
察
を
実
施
し
、
土
器
の
移
動
に
つ
い

て
よ
り
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
社
会
の
復
元
に
寄
与
し
た
い
と
考

え
る
。引
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